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磨
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は
じ
め
に

　
青
銅
器
時
代
に
は
本
格
的
な
農
耕
社
会
が
形
成
さ
れ
は
じ
め
る

と
共
に
、
次
第
に
社
会
の
複
合
度
が
高
ま
っ
て
い
く
も
の
と
さ
れ

て
い
る
（
李
盛
周
２
０
０
０
、
武
末
２
０
０
２
、
裵
眞
晟
２
０
０

６
ｂ
、
安
在
晧
２
０
０
６
、
李
相
吉
２
０
０
６
、
金
承
玉
２
０
０

７
、
金
鐘
一
２
０
０
７
、
庄
田
慎
矢
２
０
０
７
、
李
熙
濬
２
０
１

１
な
ど
）。
筆
者
は
こ
れ
ま
で
墳
墓
資
料
か
ら
こ
の
よ
う
な
農
耕

社
会
の
形
成
・
発
展
に
対
し
て
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
作
業
を
進
め
て

き
た
。
墳
墓
資
料
か
ら
当
時
の
社
会
を
復
元
し
よ
う
と
い
う
試
み

は
数
多
く
の
研
究
者
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　
墳
墓
資
料
自
体
は
新
石
器
時
代
か
ら
見
ら
れ
る
が
、
青
銅
器
時

い
っ
た
生
活
遺
構
か
ら
も
出
土
す
る
が
、
大
部
分
が
墳
墓
の
副
葬

品
と
し
て
出
土
し
て
お
り
、
本
稿
で
は
墓
制
研
究
の
側
面
か
ら
当

時
の
社
会
の
性
格
に
つ
い
て
論
ず
る
た
め
、
墳
墓
出
土
品
に
対
す

る
検
討
を
行
う
。

　
１　
研
究
動
向
と
課
題

　
現
時
点
で
韓
半
島
磨
製
石
剣
に
対
す
る
最
も
古
い
言
及
は
、
１

８
８
６
（
明
治
19
）
年
に
神
田
孝
平
が
開
城
か
ら
出
土
し
た
と
伝

わ
る
磨
製
石
剣
を『
東
京
人
類
学
会
報
告
』の「
雑
記
」に
ス
ケ
ッ

チ
と
共
に
紹
介
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
（
神
田
孝
平
１
８
８

６
）。
し
か
し
、
磨
製
石
剣
が
韓
半
島
の
歴
史
を
物
語
る
歴
史
資

料
と
し
て
認
識
さ
れ
は
じ
め
た
の
は
、
20
世
紀
の
初
め
、
朝
鮮
統

監
部
及
び
朝
鮮
総
督
府
に
よ
る
植
民
地
経
営
事
業
の
一
環
と
し
て

行
わ
れ
た
文
化
遺
跡
調
査
が
開
始
し
て
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
時
期

に
は
磨
製
石
剣
に
対
す
る
初
歩
的
な
分
類
を
試
み
ら
れ
た
が
（
梅

原
末
治
１
９
２
２
、
高
橋
健
自
１
９
２
５
）、
明
確
な
分
類
基
準

が
あ
っ
た
わ
け
で
な
く
形
態
分
類
に
近
い
も
の
で
あ
っ
た
（
有
光

教
一
１
９
５
６
）。

　
そ
の
中
で
韓
半
島
出
土
磨
製
石
剣
に
対
す
る
最
初
の
本
格
的
な

論
考
を
発
表
し
た
の
は
有
光
教
一
で
あ
っ
た
。
１
９
３
９
年
と
１

９
５
５
年
の
論
考
に
お
い
て
基
部
の
形
状
に
よ
る
分
類
（
Ａ
形
式

（
有
茎
式
）、
Ｂ
形
式
（
有
柄
式
）、
Ｃ
形
式
（
無
茎
無
柄
式
）、
Ｄ

形
式
（
柳
葉
形
）
お
よ
び
剣
身
の
樋
の
有
無
と
い
う
要
素
を
加
え

て
型
式
を
細
分
さ
せ
、
有
樋
の
も
の
か
ら
無
樋
の
も
の
へ
の
変
化

を
考
え
た
（
有
光
教
一
１
９
５
５
）。
有
光
は
磨
製
石
剣
の
祖
型

と
し
て
細
形
銅
剣
又
は
鉄
剣
を
挙
げ
た
。
分
布
状
況
に
も
違
い
が

あ
る
と
し
、
Ａ
形
式
は
韓
半
島
西
北
部
を
中
心
分
布
域
と
し
、
Ｂ

形
式
は
漢
江
流
域
以
南
に
広
く
分
布
す
る
と
し
た 

（
有
光
教
一
１

９
３
９
）。
上
記
の
一
連
の
研
究
を
ま
と
め
た
も
の
が
１
９
５
９
年

の
『
朝
鮮
磨
製
石
剣
の
研
究
』
で
あ
る
。
２
０
５
点
の
磨
製
石
剣

の
図
面
を
提
示
し
、
そ
れ
を
基
に
型
式
分
類
と
分
布
、
出
土
遺
構

（
埋
葬
遺
構
）に
つ
い
て
検
討
す
る
な
ど
体
系
的
な
研
究
を
行
っ
た
。

そ
し
て
、
磨
製
石
剣
が
持
つ
歴
史
的
・
社
会
的
意
味
に
つ
い
て
、

支
石
墓
の
よ
う
な
巨
大
な
建
造
物
の
構
築
が
可
能
な
社
会
が
存
在

し
て
い
た
こ
と
を
前
提
に
し
つ
つ
も
、
磨
製
石
器
を
作
る
こ
と
に

長
じ
て
い
た
韓
半
島
土
着
の
石
器
時
代
人
が
、
よ
り
高
度
な
文
明

を
所
持
し
て
い
た
征
服
者
の
道
具
を
模
倣
し
た
も
の
と
い
う
観
点

か
ら
の
議
論
で
あ
っ
た
と
評
価
さ
れ
る
（
田
村
晃
一
１
９
８
８
）。

　
こ
れ
以
降
、
韓
半
島
出
土
磨
製
石
剣
の
研
究
は
有
光
教
一
の
研

究
成
果
を
軸
に
し
て
、
そ
の
内
容
の
賛
否
を
問
う
形
、
あ
る
い
は

批
判
的
に
継
承
し
て
い
く
形
で
進
ん
で
き
た
。

代
の
そ
れ
は
定
型
化
し
た
墳
墓
構
造
・
副
葬
品
の
多
様
性
、
そ
し

て
一
連
の
葬
送
儀
礼
の
挙
行
な
ど
複
数
の
要
素
に
お
い
て
相
違
点

が
あ
る
。
副
葬
品
に
つ
い
て
見
る
と
、
新
石
器
時
代
に
は
見
ら
れ

な
か
っ
た
琵
琶
形
銅
剣
・
銅
矛
・
銅
鏃
、
磨
製
石
剣
・
石
鏃
と
い
っ

た
武
器
の
形
態
を
な
す
副
葬
品
が
出
現
す
る
。
こ
の
中
で
も
支
石

墓
や
石
棺
墓
な
ど
の
墳
墓
の
副
葬
品
と
し
て
製
作
さ
れ
た
磨
製
石

剣
は
中
国
東
北
部
か
ら
沿
海
州
、
韓
半
島
、
北
部
九
州
・
瀬
戸
内

西
部
に
お
い
て
見
ら
れ
る
が
、
分
布
と
出
土
数
量
、
形
態
の
多
様

性
な
ど
か
ら
み
て
そ
の
中
心
地
は
韓
半
島
に
あ
る
と
い
え
る
。
こ

こ
で
は
こ
れ
ま
で
の
磨
製
石
剣
研
究
の
流
れ
を
振
り
返
り
、
そ
の

課
題
を
提
示
し
た
後
、
韓
半
島
青
銅
器
時
代
社
会
に
お
い
て
磨
製

石
剣
が
い
か
に
し
て
使
わ
れ
、
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
っ
た
器
物

で
あ
っ
た
の
か
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
。
磨
製
石
剣
は
住
居
址
と
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１
９
６
７
年
に
『
韓
国
支
石
墓
研
究
』
が
刊
行
さ
れ
た
が
、
こ

の
研
究
報
告
書
は
単
に
青
銅
器
時
代
墓
制
研
究
の
転
換
点
と
な
っ

た
だ
け
で
な
く
、
磨
製
石
剣
研
究
に
も
重
要
な
意
味
を
持
っ
た
。

つ
ま
り
、
京
畿
道
坡
州
玉
石
里
遺
跡
の
卓
子
式
支
石
墓
調
査
時
、

そ
の
下
層
で
確
認
さ
れ
た
長
方
形
住
居
址
か
ら
血
溝
を
持
つ
有
段

柄
式
石
剣
が
出
土
し
、
こ
れ
と
共
伴
し
た
建
築
部
材
と
考
え
ら
れ

る
木
炭
片
に
対
す
る
Ｃ
14
年
代
測
定
値
（2590

±105 B.P.

）

が
公
表
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
磨
製
石
剣
の
年
代
が
遅
く
と
も
紀

元
前
6
世
紀
後
半
に
遡
る
可
能
性
が
提
示
さ
れ
、
細
形
銅
剣
の
年

代
よ
り
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
か
ら
有
光
が
提
示
し
た
細
形
銅
剣
祖
型

説
が
否
定
さ
れ
た
（
金
載
元
・
尹
武
炳
１
９
６
７
）。

　
そ
の
後
、『
韓
国
支
石
墓
研
究
』で
の
調
査
・
研
究
成
果
を
基
に

韓
国
人
研
究
者
を
中
心
に
型
式
分
類
と
磨
製
石
剣
の
祖
型
を
め
ぐ

る
論
考
が
１
９
９
０
年
代
半
ば
ま
で
持
続
的
に
発
表
さ
れ
て
い
っ

た
。
特
に
型
式
分
類
に
つ
い
て
は
多
く
の
研
究
者
に
よ
っ
て
見
解

が
提
示
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
大
枠
は
有
光
が
提
示
し
た
基
部
形

態
の
違
い
に
よ
っ
て
有
茎
と
有
柄
に
大
別
す
る
と
い
う
点
で
は
一

致
し
て
い
た
。
そ
の
中
で
も
田
村
晃
一
と
沈
奉
勤
の
研
究
は
有
光

の
研
究
成
果
を
批
判
的
に
検
討
・
継
承
し
つ
つ
、
分
類
と
編
年
の

枠
組
み
を
明
確
に
し
た
点
で
１
９
９
０
年
代
ま
で
の
研
究
を
総
括

す
る
成
果
を
示
し
た
（
田
村
晃
一
１
９
８
８：沈
奉
勤
１
９
８
９
）。

　
１
９
９
０
年
代
以
降
続
く
大
規
模
発
掘
調
査
の
正
式
報
告
書
が

刊
行
さ
れ
る
と
と
も
に
磨
製
石
剣
資
料
が
増
加
し
、
出
土
遺
構
の

種
類
や
詳
細
な
出
土
状
態
が
分
か
る
事
例
が
増
え
た
こ
と
を
う
け

て
、
磨
製
石
剣
の
出
土
状
況
を
基
に
副
葬
行
為
や
儀
礼
行
為
の
復

元
を
試
み
る
研
究
が
試
み
ら
れ
た
（
趙
栄
済
１
９
９
８
、
河
仁
秀

２
０
０
０
、
李
相
吉
２
０
０
０
、
後
藤
直
２
０
０
０
、
平
郡
２
０

０
８
：
２
０
０
９
）。

　
ま
た
、
こ
の
時
期
は
有
柄
式
石
剣
の
編
年
研
究
が
進
む
と
と
も

に
、
副
葬
状
態
に
対
す
る
検
討
を
基
に
青
銅
器
時
代
社
会
に
お
い

て
磨
製
石
剣
が
有
し
た
意
味
・
意
義
付
け
が
試
み
ら
れ
た
時
期
で

あ
る
（
裵
眞
晟
２
０
０
６
ａ
、
黄
昌
漢
２
０
０
８
、
張
・
平
郡
２

０
０
９
）。
ま
た
、
韓
半
島
内
の
地
域
ご
と
に
お
け
る
磨
製
石
剣

の
様
相
に
対
す
る
研
究
（
成
璟
瑭
２
０
０
５
、
劉
美
香
２
０
０
６
、

孫
唆
鎬
２
０
０
９
、
姜
元
杓
２
０
０
６
）、
沿
海
州
出
土
石
剣
の

集
成
・
再
検
討
な
ど
研
究
対
象
地
域
の
細
分
化
・
拡
大
が
み
ら
れ

る
（
姜
仁
旭
２
０
１
１
、O

ksana Yanshina

・Shinya 
Shoda

２
０
１
３
）。

　
そ
れ
ま
で
多
く
の
研
究
者
に
よ
っ
て
磨
製
石
剣
の
分
類
と
編
年

研
究
が
進
め
ら
れ
て
き
た
が
、
既
存
の
有
柄
式
石
剣
の
型
式
分
類

案
・
編
年
案
を
よ
り
具
体
的
に
提
示
す
る
と
と
も
に
墳
墓
で
の
共

伴
遺
物
に
よ
る
型
式
変
遷
の
妥
当
性
を
検
討
し
、
研
究
水
準
を
一

段
階
高
め
た
の
は
朴
宣
映
の
研
究
で
あ
る
（
朴
宣
映
２
０
０
４
：

２
０
０
９
）。

　
も
う
一
つ
の
論
点
と
し
て
、
韓
半
島
出
土
磨
製
石
剣
の
起
源
に

対
す
る
も
の
が
あ
る
。
新
石
器
時
代
に
は
見
ら
れ
ず
、
青
銅
器
時

代
に
な
っ
て
出
現
す
る
磨
製
石
剣
が
何
ら
か
の
青
銅
剣
を
モ
デ
ル

に
し
て
製
作
さ
れ
た
と
す
る
観
点
も
や
は
り
研
究
開
始
当
初
か
ら

提
起
さ
れ
て
き
た
。

　
有
光
教
一
は
細
形
銅
剣
と
磨
製
石
剣
と
の
分
布
が
一
致
す
る
点

を
根
拠
に
細
形
銅
剣
を
祖
型
と
し
た
が
、
こ
の
見
解
に
つ
い
て
は
、

先
ほ
ど
述
べ
た
京
畿
道
坡
州
玉
石
里
遺
跡
で
の
長
方
形
住
居
址
出

土
磨
製
石
剣
の
年
代
か
ら
否
定
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、

多
く
の
研
究
者
が
オ
ル
ド
ス
式
銅
剣
、
中
国
式
銅
剣
等
を
磨
製
石

剣
の
祖
型
と
想
定
し
て
き
た
が
、
具
体
的
な
比
較
資
料
を
提
示
し

つ
つ
祖
型
を
提
示
し
た
の
は
金
邱
軍
で
あ
っ
た
。
彼
は
磨
製
石
剣

に
対
す
る
詳
細
な
型
式
分
類
を
行
い
、
分
布
論
や
銅
剣
と
石
剣
の

剣
身
の
比
較
、
石
剣
が
描
か
れ
た
岩
刻
画
な
ど
を
提
示
し
つ
つ
、

磨
製
石
剣
の
祖
型
と
し
て
琵
琶
形
銅
剣
を
挙
げ
て
い
る
（
金
邱
軍

１
９
９
６
）。

　
近
藤
喬
一
は
慶
尚
南
道
義
昌
郡
（
現
、
昌
原
市
馬
山
会
原
区
内

西
邑
）
平
城
里
や
蔚
山
彦
陽
面
東
部
里
１
８
０
番
地
出
土
の
有
樋

有
段
柄
式
石
剣
は
遼
寧
省
寧
城
小
黒
石
溝
Ｍ
８
５
０
１
石
槨
墓
出

土
琵
琶
形
銅
剣
を
モ
デ
ル
に
し
た
も
の
と
指
摘
し
、
よ
り
直
接
的

な
根
拠
資
料
を
し
て
お
り
、
祖
型
に
関
す
る
論
議
に
お
い
て
近
藤

喬
一
説
の
影
響
は
強
い
（
近
藤
２
０
０
０
）。

　
宮
本
一
夫
は
東
北
ア
ジ
ア
に
お
け
る
磨
製
石
剣
の
出
現
過
程
を

簡
潔
明
瞭
に
説
明
し
て
い
る
。
有
茎
式
石
剣
は
鈴
首
剣
（
宮
本
分

類
の
Ｂ
1
式
銅
剣
）
を
模
倣
し
て
遼
東
・
韓
半
島
北
部
で
成
立
し
、

有
段
柄
式
石
剣
は
近
藤
喬
一
が
示
し
た
よ
う
に
遼
西
の
琵
琶
形
銅

剣
（
宮
本
分
類
の
Ｃ
１
式
銅
剣
）
と
関
連
づ
け
た
（
宮
本
２
０
０

４
）。

　
今
後
の
課
題
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
磨
製
石
剣
の
製
作
・
流
通
に

関
す
る
問
題
が
あ
る
。
数
多
く
の
磨
製
石
剣
が
出
土
し
て
い
る
が
、

出
土
遺
構
の
大
部
分
は
支
石
墓
、
石
棺
墓
な
ど
の
埋
葬
遺
構
で
あ

る
。
住
居
址
か
ら
の
出
土
品
も
存
在
す
る
が
（
李
ジ
ェ
ウ
ン
２
０

１
１
）、
磨
製
石
剣
製
作
の
一
連
の
過
程
を
示
す
よ
う
な
資
料
は

現
在
の
と
こ
ろ
未
確
認
で
あ
る
。
今
後
も
資
料
の
持
続
的
増
加
に

よ
っ
て
製
作
と
関
連
し
た
資
料
の
発
見
も
期
待
さ
れ
、
そ
れ
ら
の

資
料
を
基
に
磨
製
石
剣
の
製
作
と
流
通
に
つ
い
て
も
言
及
す
る
こ

と
が
可
能
と
な
ろ
う
。

　
研
究
視
角
・
目
的
の
大
き
な
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て
庄
田
慎
矢
・
寺

前
直
人
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
「
内
的
に
は
武
器
、
武
威
の
社

会
的
機
能
や
そ
の
所
有
に
よ
る
階
層
化
の
進
展
、
外
的
に
は
素
材

CHEONGHAK



207 206

１
２
）。
中
村
に
よ
る
分
類
で
有
茎
式
石
剣
を
簡
潔
明
快
に
説
明

で
き
る
た
め
こ
の
分
類
に
従
う
。  

有
茎
Ⅰ
：
剣
身
に
比
べ
茎
部
が
細
い
も
の
。
血
溝
の
有
無
で
細
分

さ
れ
る
。 

有
茎
Ⅱ
：
茎
部
が
抉
り
な
ど
に
よ
っ
て
多
段
を
な
す
も
の
。 

有
茎
Ⅲ
：
茎
部
の
段
が
減
り
、
逆
Ｔ
字
形
を
な
す
も
の
。 

有
茎
Ⅳ
：
茎
部
が
方
形
で
幅
広
の
突
起
が
あ
る
も
の
。 

無
茎
式
：
茎
部
が
無
く
、
剣
身
の
み
の
も
の
。

　
さ
ら
に
有
柄
式
は
柄
部
の
形
態
的
特
徴
、
つ
ま
り
柄
が
上
段
・

下
段
に
分
か
れ
、こ
れ
を
繋
ぐ
段
連
結
部
を
有
す
る
有
段
柄
式（
有

節
式
）
石
剣
と
、
柄
部
が
上
段
・
下
段
に
分
か
れ
な
い
無
段
柄
式

石
剣
に
分
け
ら
れ
る
（
図
1
）。
有
段
柄
式
石
剣
は
柄
の
中
央
に

み
ら
れ
る
段
連
結
部
の
長
さ
・
断
面
形
態
、
鍔
部
の
突
出
度
、
柄

頭
部
の
形
態
、
剣
身
の
形
態
、
剣
身
と
柄
部
の
連
結
形
態
、
血
溝

の
有
無
に
よ
っ
て
、
Ⅰ
～
Ⅵ
型
式
に
分
け
ら
れ
る
（
表
1
）。
中

で
も
段
連
結
部
に
注
目
し
、
各
型
式
の
共
伴
遺
物
に
対
す
る
検
討

か
ら
、
Ⅰ
→
Ⅵ
型
式
へ
の
変
遷
が
提
示
さ
れ
て
い
る
（
朴
宣
映
２

０
０
４
：
２
０
０
９
）。
Ⅰ
・
Ⅱ
型
式
の
う
ち
、
柄
部
に
円
形
の

小
穴
が
あ
け
ら
れ
た
も
の
や
把
頭
が
付
い
た
装
飾
性
の
高
い
も
の

を
「
装
飾
石
剣
」
と
呼
び
、
青
銅
器
時
代
前
期
に
製
作
・
副
葬
さ

れ
た＊

２ （
黄
昌
漢
２
０
０
８
）。
さ
ら
に
Ⅳ
・
Ⅴ
・
Ⅵ
型
式
は
柄
の
上
・

下
段
に
帯
状
の
節
を
持
つ
有
節
柄
式
に
該
当
し
、
前
期
末
か
ら
後

期
後
半
に
か
け
て
製
作
・
副
葬
さ
れ
た
。
有
段
Ⅳ
式
は
共
伴
遺
物

と
し
て
平
根
一
段
茎
式
石
鏃
（
上
紫
浦
里
4
号
支
石
墓
）
と
尖
根

一
段
茎
式
石
鏃
（
如
意
谷
30
号
支
石
墓
）
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら

前
期
末
か
ら
後
期
前
半
、
有
段
Ⅴ
式
で
も
平
根
一
段
茎
式
石
鏃
が

見
ら
れ
る
が
、
有
段
Ⅴ
式
の
中
心
地
域
は
大
邱
地
域
に
あ
り
、
こ

の
地
域
で
は
平
根
一
段
茎
式
石
鏃
が
後
期
前
半
ま
で
残
る
（
李
秀

鴻
２
０
０
５
、
庄
田
２
０
０
７
）。
有
段
Ⅵ
式
は
尖
根
一
段
茎
式

石
鏃
が
共
伴
す
る
た
め
後
期
後
半
に
該
当
す
る
（
張
龍
俊
・
平
郡

２
０
０
９
）。

　
次
に
無
段
柄
式
石
剣
は
、
剣
身
と
柄
部
と
の
連
結
形
態
に
よ
っ

て
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
・
Ｄ
の
4
型
式
に
分
け
る
。
さ
ら
に
Ａ
・
Ｂ
を
鍔

部
の
突
出
度
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
表
２
の
よ
う
に
Ａ
1
・
Ａ

2
・
Ａ
3
、
Ｂ
1
・
Ｂ
2
・
Ｂ
3
式
に
分
け
ら
れ
る
（
朴
宣
映
２

０
０
４
：
２
０
０
９
）。

　

そ
し
て
、
各
型
式
の
共
伴
遺
物
の
検
討
か
ら
Ａ
1
→
Ａ
3
式
、

Ｂ
1
→
Ｂ
3
式
へ
の
変
化
を
提
示
す
る
と
と
も
に
、
Ａ
型
と
Ｂ
型

の
併
行
関
係
に
つ
い
て
も
言
及
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
を
整
理
し

た
も
の
が
表
3
で
あ
る
。

獲
得
と
生
産
技
術
の
高
度
化
に
よ
る
物
流
を
介
し
た
中
心
・
周
辺

関
係
の
形
成
」（
庄
田
・
寺
前
２
０
１
２
）
な
ど
を
見
通
し
た
研

究
目
的
の
設
定
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

　
ま
た
、
近
年
で
は
青
銅
器
の
模
倣
と
い
う
側
面
か
ら
東
北
ア
ジ

ア
に
お
け
る
磨
製
石
剣
の
社
会
的
位
置
付
け
を
行
う
研
究
も
あ
り
、

今
後
の
研
究
が
展
開
し
て
ゆ
く
べ
き
方
向
性
を
示
し
て
い
る
（
庄

田
２
０
１
６
）。

　
２　
型
式
分
類
と
編
年

　
韓
半
島
磨
製
石
剣
研
究
の
初
期
段
階
か
ら
重
要
な
位
置
を
占
め

て
い
た
の
は
型
式
分
類
に
対
す
る
検
討
で
あ
っ
た
。
そ
の
中
で
最

も
影
響
力
を
持
つ
も
の
が
研
究
史
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
有
光
教

一
の
提
示
し
た
分
類
案
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ま
で
日
韓
の
研
究
者
に

よ
っ
て
様
々
な
型
式
分
類
・
編
年
案
が
提
示
さ
れ
て
き
た＊

１
。

　
ま
ず
、
有
光
が
指
摘
し
た
よ
う
に
磨
製
石
剣
は
柄
部
の
有
無
に

よ
っ
て
、
つ
ま
り
柄
を
剣
身
と
同
時
に
表
現
し
た
有
柄
式
と
、
柄

を
木
な
ど
別
の
有
機
物
で
製
作
す
る
有
茎
式
に
大
別
さ
れ
る
。

　
有
茎
式
石
剣
は
田
村
晃
一
、
李
栄
文
、
中
村
大
介
が
提
示
し
て

い
る
よ
う
に
、
分
類
基
準
は
茎
部
の
長
さ
・
幅
、
抉
り
の
有
無
が

挙
げ
ら
れ
る
（
田
村
１
９
８
８
、
李
栄
文
１
９
９
７
、
中
村
２
０

CHEONGHAK

図1　有柄式磨製石剣分類図（朴宣映2004を基に作成）
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上
記
の
よ
う
な
型
式
分
類
と
変
遷
を
基
に
、
副
葬
さ
れ
る
磨
製

石
剣
の
特
徴
と
意
義
づ
け
を
以
下
で
行
う
。

　
3　
磨
製
石
剣
の
副
葬
と
そ
の
特
徴

　
こ
こ
で
は
、
韓
半
島
出
土
磨
製
石
剣
の
主
な
用
途
・
機
能
と
考

え
ら
れ
る
副
葬
行
為
に
つ
い
て
調
べ
て
み
よ
う
。
青
銅
器
時
代
墓

制
に
お
け
る
副
葬
行
為
に
対
す
る
研
究
は
、
墓
制
資
料
が
増
加
し

始
め
た
２
０
０
０
年
代
に
な
っ
て
進
展
を
見
せ
た
。
そ
の
先
駆
的

な
研
究
と
し
て
は
李
栄
文
の
も
の
が
あ
り
、
支
石
墓
出
土
品
の
性

格
づ
け
を
行
っ
た
。
彼
は
遺
物
の
出
土
位
置
を
基
準
に
埋
葬
主
体

部
内
か
ら
出
土
す
る
副
葬
用
と
埋
葬
主
体
部
の
外
側
や
周
辺
に
構

築
さ
れ
た
積
石
施
設
の
間
か
ら
出
土
す
る
儀
礼
用
に
大
別
し
、
さ

ら
に
儀
礼
用
を
用
途
に
よ
っ
て
被
葬
者
の
死
を
哀
悼
す
る
意
味
を

持
つ
葬
送
用
と
支
石
墓
築
造
と
関
連
し
た
祭
儀
用
と
に
細
分
し
て

い
る
（
李
栄
文
２
０
０
２
）。
こ
れ
を
受
け
て
筆
者
も
副
葬
遺
物

を
下
記
の
よ
う
に
区
分
し
た
（
平
郡
２
０
０
９
）。
特
に
、
副
葬

用
遺
物
は
埋
葬
主
体
部
へ
の
遺
体
安
置
時
に
共
に
納
め
る
棺
内
副

葬
遺
物
と
、
意
図
的
に
埋
葬
主
体
部
の
外
側
に
納
め
る
棺
外
副
葬

遺
物
に
分
け
ら
れ
る
が
、
両
者
に
は
琵
琶
形
銅
剣
、
管
玉
、
磨
製

石
剣
・
石
鏃
、
赤
色
磨
研
土
器
が
共
通
し
て
出
土
し
て
い
る
。

墳
墓
出
土
遺
物

副
葬
用
遺
物　
棺
内
副
葬
遺
物
（
埋
葬
主
体
部
へ
の
遺
体
安
置
時

　
　
　
　
　
　
　
に
被
葬
者
と
共
に
副
葬
）

　
　
　
　
　
　
棺
外
副
葬
遺
物
（
埋
葬
主
体
部
構
築
前
あ
る
い
は

　
構
築
後
に
副
葬
）

儀
礼
用
遺
物　
葬
送
用
遺
物
（
被
葬
者
の
死
を
哀
悼
）

　
　
　
　
　
　
祭
儀
用
遺
物（
墳
墓
築
造
過
程
で
の
祭
祀
と
関
連
）

　
ま
ず
、
磨
製
石
剣
の
棺
内
副
葬
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。
韓
半

島
青
銅
器
時
代
の
墳
墓
、
特
に
支
石
墓
に
お
け
る
副
葬
が
希
少
な

行
為
で
あ
り
、
そ
の
数
少
な
い
副
葬
品
の
中
で
も
大
多
数
を
占
め

る
も
の
が
石
剣
で
あ
る
こ
と
は
指
摘
さ
れ
て
き
た
（
後
藤
直
２
０

０
０
）。
韓
半
島
南
部
に
多
く
の
青
銅
器
時
代
墳
墓
遺
構
が
調
査・

報
告
さ
れ
て
い
る
全
羅
南
道
と
嶺
南
地
域
（
慶
尚
北
道
・
慶
尚
南

道
）
の
場
合
、
全
埋
葬
遺
構
に
対
す
る
磨
製
石
剣
の
副
葬
率
は
そ

れ
ぞ
れ
7.3
％
、
8.4
％
と
非
常
に
低
い
（
平
郡
２
０
１
２
）。

　
こ
の
よ
う
な
磨
製
石
剣
が
ど
の
よ
う
に
副
葬
さ
れ
る
の
か
に
つ

い
て
、
埋
葬
主
体
部
内
で
の
出
土
状
況
か
ら
言
及
可
能
で
あ
る
。

埋
葬
遺
構
で
の
詳
細
な
出
土
状
況
の
分
か
る
資
料
が
多
く
確
保
さ

れ
て
い
る
嶺
南
地
域
の
磨
製
石
剣
62
点
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に

CHEONGHAK

分期 型式　　　　　
要素 段連結部長さ 段連結部断面形態 帯状の節

Ⅰ期
Ⅰ型式 1.5㎝以上 円形・楕円形 無し

Ⅱ型式 1～1.5㎝ 長楕円形・隅丸長方形 無し

Ⅱ期
Ⅲ型式 1㎝未満 レンズ形・菱形、レンズ形多い 有り

Ⅳ型式（有節式）1㎝未満 レンズ形多い 明確に。柄部幅より外に突出 

Ⅲ期
Ⅴ型式（有節式）1㎝未満 レンズ形・菱形、同じ割合 さらに明確に。側面の突出も明確 

Ⅵ型式（有節式）節1条と同じ 菱形多い 柄部の表裏のみあり、側面研磨 

型式 分類基準

A
剣身と鐔部の連結はほぼ直角に曲がり、
段をなす反面、鐔部と柄部の連結は段や
節なく、緩慢に連結するもの

A1:剣身と柄部が区別できるほど短く突出

A2:鐔部が1㎝ほど突出

A3:鐔部が2㎝以上突出

B

剣身と鐔部、鐔部と柄部の連結が両側と
もに緩慢に連結して、鐔部が節の形態を
なすもの。平面からみた場合、鐔部から
剣身と柄部への連結が対称となるもの。

B1:剣身と柄部が区別できるほど短く突出

B2:鐔部が1㎝ほど突出

B3:鐔部が2㎝以上突出

C 剣身と柄部の連結部が節の形態をなす。平面からみた場合、鐔部から剣身へは緩慢
に連結する反面、鐔部から柄部は急に角をなして連結し、非対称的なもの。

D 鐔部が表現されておらず、平面からみた場合、剣身と柄部の連結に段や節がなく、
面でつながるもの

型式 有段柄式
石剣

一段柄式石剣
有茎式

分期   A B C D

1期
Ⅰ型式

Ⅰ

有茎式

Ⅱ型式

2期
Ⅲ型式

Ⅱ Ⅰ、Ⅱ

C D
Ⅳ型式

3 期
Ⅴ型式

Ⅲ Ⅲ
Ⅵ型式

表1　有段柄式石剣の分類と分期（朴2004より作成）  

表2　無段柄式石剣の分類（朴2004より作成）

表3　各型式磨製石剣の時間的相対関係（朴2004改変)
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副
葬
類
型
を
設
定
し
た
（
図
2
）。

Ⅰ
類
型
：
埋
葬
主
体
部
の
長
壁
に
沿
っ
た
中
央
（
30
点
）

Ⅱ
類
型
：
埋
葬
主
体
部
の
長
壁
に
沿
っ
た
短
壁
寄
り
（
8
点
）

Ⅲ
類
型
：
短
壁
沿
い
（
4
点
）

Ⅳ
類
型
：
石
室
中
央
（
12
点
）

Ⅴ
類
型
：
不
定
・
曖
昧
な
も
の
（
4
点
）

　
62
点
中
38
点
が
長
壁
に
沿
っ
て
出
土
し
て
お
り
、
そ
の
う
ち
長

壁
中
央
か
ら
30
点
確
認
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
位
置
は
被
葬
者
の

腰
部
分
に
当
た
る
こ
と
か
ら
佩
用
状
態
を
示
す
も
の
と
解
釈
で
き
、

磨
製
石
剣
の
基
本
的
副
葬
パ
タ
ー
ン
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ

こ
か
ら
出
土
す
る
磨
製
石
剣
は
全
長
が
35
㎝
以
上
の
も
の
が
多
く
、

剣
身
と
柄
部
の
長
さ
の
比
率
が
３
：
１
を
な
す
よ
う
な
非
常
に
長

い
剣
身
を
持
つ
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
長
い
剣
身
を

持
つ
も
の
は
武
器
と
し
て
の
機
能
を
有
す
る
と
い
う
よ
り
は
、
副

葬
用
に
製
作
さ
れ
た
も
の
と
い
え
る
（
平
郡
２
０
０
８
：
２
０
１

２
）。

　
よ
り
具
体
的
に
磨
製
石
剣
の
副
葬
位
置
・
状
況
を
知
る
た
め
に

は
、
磨
製
石
剣
と
人
骨
が
共
に
調
査
さ
れ
る
事
例
に
つ
い
て
も
調

べ
て
み
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
関
連
資
料
の
数
は
少
な
い
が
、
埋
葬

主
体
部
内
で
の
磨
製
石
剣
と
人
骨
の
重
複
関
係
か
ら
見
る
と
、
埋

葬
主
体
部
内
に
遺
体
を
安
置
す
る
前
に
磨
製
石
剣
を
長
壁
に
沿
っ

た
床
面
に
置
い
た
こ
と
が
逹
城
坪
村
里
3
号
・
20
号
・
28
号
石
棺

墓
の
事
例
か
ら
分
か
る
（
図
3
）。
ま
た
、
晋
州
中
川
里
Ⅲ–

１

号
石
棺
の
場
合
、
上
半
身
は
右
腕
を
真
っ
直
ぐ
伸
ば
し
、
左
手
を

腹
部
に
置
き
、
下
半
身
は
脛
骨
を
45
度
ほ
ど
傾
け
た
屈
葬
状
態
を

な
す
人
骨
が
検
出
さ
れ
た
（
図
4
）。
磨
製
石
剣
は
被
葬
者
の
右

腹
部
上
部
に
柄
を
頭
部
に
向
け
て
副
葬
さ
れ
て
い
る
が
、
人
骨
と

の
重
複
関
係
が
不
明
な
た
め
、
遺
体
の
安
置
前
に
床
面
に
置
い
た

か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
（
ウ
リ
文
化
財
研
究
院
２
０
０
９
）。

し
か
し
、
磨
製
石
剣
の
佩
用
状
態
を
意
識
し
た
副
葬
で
あ
る
こ
と

は
分
か
る
。

　
こ
の
他
に
も
忠
清
北
道
堤
原
郡
黄
石
里
13
号
支
石
墓
、
晋
州
本

村
里
1
号
・
2
号
石
棺
墓
で
も
磨
製
石
剣
と
人
骨
が
共
に
調
査
さ

れ
た
事
例
が
あ
る
。

　
忠
清
北
道
堤
原
郡
黄
石
里
13
号
支
石
墓
で
は
人
骨
の
右
膝
関
節

の
横
か
ら
鋒
を
被
葬
者
の
頭
側
に
向
け
て
磨
製
石
剣
が
出
土
し
て

い
る
。
年
齢
や
性
別
に
つ
い
て
は
鑑
定
が
行
わ
れ
て
い
な
い
（
金

載
元
・
尹
武
炳
１
９
６
７
）。
こ
の
場
合
、
先
ほ
ど
述
べ
た
磨
製

石
剣
副
葬
の
Ⅱ
類
型
に
属
す
る
も
の
と
な
る
。

　
晋
州
本
村
里
1
・
2
号
石
棺
墓
は
並
列
し
て
築
造
さ
れ
て
お
り
、

図2　磨製石剣の棺内副葬類型
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1
号
か
ら
は
磨
製
石
剣
、
2
号
か
ら
は
磨
製
石
剣
と
石
鏃
が
出
土

し
て
い
る
。

　
1
号
石
棺
墓
で
は
頭
蓋
骨
と
脚
部
が
残
存
し
て
い
た
。
頭
蓋
骨

の
そ
ば
に
は
人
為
的
に
割
ら
れ
た
磨
製
石
剣
の
身
部
片
が
副
葬
さ

れ
て
い
た
。
残
り
の
鋒
部
と
柄
部
は
東
壁
石
と
蓋
石
の
間
に
副
葬
、

つ
ま
り
棺
外
副
葬
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
棺
外
副
葬
遺
物
は
全
て

壁
石
の
上
段
部
か
ら
確
認
さ
れ
て
お
り
、
蓋
石
を
築
造
す
る
過
程

で
副
葬
し
た
と
報
告
さ
れ
て
い
る
（
慶
尚
大
学
校
博
物
館
２
０
１

１
） （
図
5
）。
1
号
石
棺
墓
か
ら
は
左
右
の
大
腿
骨
が
検
出
さ
れ

て
い
る
も
の
の
、
性
別
と
年
齢
は
不
明
で
あ
る
。

　
2
号
石
棺
墓
で
は
人
骨
の
痕
跡
は
比
較
的
良
好
に
残
存
し
て
お

り
、
頭
蓋
骨
は
南
短
壁
、
脚
部
は
北
短
壁
に
密
着
し
て
お
り
、
仰

臥
屈
伸
葬
を
な
す
。
磨
製
石
剣
は
北
短
壁
外
側
の
蓋
石
の
間
か
ら

人
為
的
に
３
片
に
割
ら
れ
て
重
な
っ
た
ま
ま
出
土
し
て
い
る
。
人

骨
は
頭
蓋
骨
と
左
右
の
四
肢
骨
、
躯
幹
骨
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、

左
右
の
前
腕
骨
の
肘
関
節
は
曲
が
っ
て
胸
部
側
に
合
わ
せ
て
い
る

（
図
6
）。
性
別
と
年
齢
に
つ
い
て
は
成
年
後
半
（
30
代
）
の
女
性

と
鑑
定
さ
れ
て
い
る
（
慶
尚
大
学
校
博
物
館
２
０
１
１
）。

　
特
に
、
本
村
里
1
号
石
棺
墓
の
よ
う
な
石
剣
の
副
葬
は
、
慶
尚

南
道
泗
川
市
梨
琴
洞
Ａ

−

１
号
で
も
確
認
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
磨

図3　達城坪村里3・20・28号石棺墓

坪村里3号

坪村里20号

坪村里28号

図4　中川里Ⅲ-1号石棺

図5　本村里カ-1号石棺墓

製
石
剣
を
人
為
的
に
割
っ
て
鋒
先
・
身
部
・
柄
部
の
3
片
に
分
け

て
長
壁
外
側
の
補
強
空
間
に
棺
外
副
葬
し
た
。
鋒
先
片
は
補
強
石

最
下
位
か
ら
、
身
部
片
は
補
強
石
中
位
か
ら
、
そ
し
て
柄
部
は
1

次
蓋
石
と
同
じ
高
さ
の
補
強
石
上
位
か
ら
出
土
し
た
と
報
告
さ
れ

て
い
る
（
慶
南
考
古
学
研
究
所
１
９
９
７
）。
副
葬
位
置
が
長
壁

中
央
か
ら
短
壁
寄
り
の
地
点
で
あ
る
こ
と
は
棺
外
副
葬
さ
れ
る
磨

図6　本村里カ-2号石棺墓
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製
石
剣
の
特
徴
を
示
し
て
い
る
。

　
次
に
同
じ
武
器
形
の
副
葬
品
で
あ
る
琵
琶
形
銅
剣
の
副
葬
様
相

と
の
比
較
を
行
い
、
磨
製
石
剣
の
副
葬
様
相
と
の
関
連
性
に
つ
い

て
言
及
し
て
み
よ
う
。
現
時
点
で
青
銅
器
時
代
墳
墓
か
ら
出
土
し
、

そ
の
詳
し
い
出
土
状
況
の
分
か
る
琵
琶
形
銅
剣
は
17
点
あ
る
。
琵

琶
形
銅
剣
の
副
葬
様
相
に
つ
い
て
、
被
葬
者
の
年
齢
・
性
別
を
知

る
手
が
か
り
と
な
る
人
骨
資
料
と
と
も
に
出
土
し
た
事
例
は
磨
製

石
剣
以
上
に
少
な
く
、
広
州
駅
洞
マ

−

1
号
墓
の
も
の
が
あ
る
が

頭
位
や
埋
葬
姿
勢
が
分
か
る
ほ
ど
人
骨
は
残
存
し
て
い
な
い
。
た

だ
、
最
近
調
査
さ
れ
た
江
原
道
平
昌
郡
下
里
遺
跡
2
号
墓
で
、
琵

琶
形
銅
剣
と
良
好
な
状
態
で
残
存
し
て
い
る
人
骨
が
埋
葬
主
体
部

内
か
ら
検
出
さ
れ
て
お
り
、
琵
琶
形
銅
剣
の
副
葬
方
法
に
つ
い
て

重
要
な
情
報
を
提
供
し
て
い
る
。
詳
細
に
つ
い
て
は
正
式
報
告
書

の
刊
行
を
待
つ
こ
と
と
し
た
い
が
、
略
報
告
書
か
ら
分
か
る
限
り

で
言
え
ば
、
下
里
遺
跡
２
号
墓
は
板
石
を
立
て
て
棺
を
構
築
し
板

石
１
枚
で
蓋
石
と
し
て
い
る
。
棺
内
か
ら
は
人
骨
（
頭
蓋
骨
、
上

下
顎
骨
、
歯
、
上
下
腕
骨
、
大
腿
骨
、
脛
骨
、
腓
骨
）
が
検
出
さ

れ
、
琵
琶
形
銅
剣
は
被
葬
者
の
左
腕
付
近
か
ら
体
に
平
行
す
る
よ

う
に
鋒
を
足
先
に
、
茎
部
を
頭
側
に
し
て
身
部
中
間
部
分
で
２
つ

に
割
れ
た
状
態
で
出
土
し
て
い
る
（
江
原
考
古
文
化
研
究
院
２
０

１
６
） （
図
7
）。
石
棺
内
は
長
辺
１
６
３
×
短
辺
53
㎝
、
深
さ

25
㎝
を
測
り
、
そ
の
規
模
や
人
骨
の
出
土
状
況
か
ら
見
て
も
被
葬

者
は
１
名
で
あ
る
と
言
え
る
。

　
琵
琶
形
銅
剣
と
人
骨
が
共
伴
し
な
い
場
合
で
も
、
被
葬
者
の
頭

位
が
分
か
れ
ば
被
葬
者
と
琵
琶
形
銅
剣
の
副
葬
位
置
の
関
係
を
知

る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
た
め
に
は
棺
内
副
葬
遺
物
、

特
に
管
玉
な
ど
首
飾
り
の
部
材
と
考
え
ら
れ
る
遺
物
が
出
土
す
る

事
例
（
忠
清
南
道
扶
余
郡
松
菊
里
石
棺
墓
、
忠
清
南
道
舒
川
郡
烏

石
里
周
溝
石
棺
墓
、
全
羅
南
道
順
天
市
牛
山
里
内
牛
8
号
、
慶
尚

南
道
泗
川
市
梨
琴
洞
Ｄ

−

４
号
墓
）
を
基
に
、
管
玉
が
出
土
す
る

場
所
に
頭
位
が
あ
る
可
能
性
が
高
い
と
指
摘
し
、
琵
琶
形
銅
剣
は

鋒
を
脚
側
に
向
け
、
茎
部
を
頭
側
に
し
て
副
葬
し
た
、
つ
ま
り
茎

部
側
に
頭
位
が
あ
る
と
み
た
（
平
郡
２
０
１
２
）。

　
琵
琶
形
銅
剣
と
人
骨
の
出
土
例
か
ら
見
る
と
、
茎
部
や
柄
部
の

方
向
を
頭
位
の
基
準
と
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
こ
れ
を
基
準
に

す
る
と
韓
半
島
青
銅
器
時
代
墳
墓
出
土
の
琵
琶
形
銅
剣
17
点
中
、

埋
葬
主
体
部
の
長
壁
に
沿
っ
て
出
土
し
た
も
の
は
12
点
と
な
り
、

棺
内
出
土
琵
琶
形
銅
剣
の
70
％
を
占
め
る
こ
と
か
ら
、
基
本
的
な

副
葬
方
法
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
（
図
8
）。
長
壁
に
沿
っ
て

出
土
す
る
も
の
を
も
う
少
し
分
け
て
み
る
と
、
長
壁
中
央
に
沿
っ

た
床
面
に
置
か
れ
る
、
つ
ま
り
被
葬
者
の
腰
の
右
側
か
ら
7
点
、

頭
の
左
側
か
ら
3
点
、
胴
部
左
側
と
左
脚
付
近
で
各
1
点
と
な
る
。

CHEONGHAK

図7　平昌郡平昌邑下里2号墓　人骨および琵琶形銅剣出土状況
（江原考古文化研究院2016より転載）

図8　青銅器副葬位置模式図
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厳
密
に
規
則
化
さ
れ
た
副
葬
方
法
が
あ
る
と
は
言
え
な
い
が
、
埋

葬
主
体
部
の
床
面
に
置
か
れ
て
い
る
点
は
共
通
し
て
お
り
、
被
葬

者
の
腰
付
近
、
つ
ま
り
腰
の
右
側
に
剣
を
佩
用
す
る
様
子
を
表
現

し
て
お
り
、
こ
れ
が
琵
琶
形
銅
剣
副
葬
の
特
徴
で
あ
る
（
平
郡
２

０
１
２
）。
発
掘
調
査
時
に
は
琵
琶
形
銅
剣
の
剣
身
部
分
の
み
が

出
土
す
る
が
、
全
羅
南
道
の
麗
水
積
良
洞
7
号
支
石
墓
・
21
号
石

槨
、
宝
城
徳
峙
里
1
号
支
石
墓
出
土
琵
琶
形
銅
剣
の
周
辺
で
は
木

質
の
痕
跡
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
木
製
の
鞘
に
入
れ
て
副
葬
さ
れ

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
（
李
栄
文
・
鄭
基
鎮
１
９
９
３
：
尹
徳
香

１
９
８
８
）。

　
も
う
一
つ
の
副
葬
風
習
で
あ
る
棺
外
副
葬
に
お
け
る
琵
琶
形
銅

剣
と
磨
製
石
剣
の
比
較
を
行
っ
て
み
よ
う
。
唯
一
の
青
銅
剣
の
棺

外
副
葬
事
例
で
あ
る
梨
琴
洞
Ｄ

−

４
号
石
棺
墓
で
は
被
葬
者
の
右

足
元
で
鋒
を
足
先
方
向
に
向
け
て
、
石
棺
の
床
石
を
敷
く
前
の
儀

礼
行
為
に
伴
っ
て
棺
外
副
葬
さ
れ
て
い
る
（
図
9
）。
一
方
、
磨

製
石
剣
は
長
壁
側
か
ら
出
土
し
て
い
る
。
磨
製
石
剣
が
本
来
持
っ

て
い
る
武
器
と
し
て
の
機
能
と
梨
琴
洞
Ａ

−

１
号
の
例
以
外
は
完

形
品
で
あ
る
こ
と
を
勘
案
し
て
僻
邪
の
意
味
を
持
っ
て
い
た
と
解

釈
し
た
（
平
郡
２
０
０
９
）。 

　
以
上
の
よ
う
に
、
磨
製
石
剣
副
葬
の
特
徴
と
し
て
、
被
葬
者
の

腰
部
分
へ
の
副
葬
、
つ
ま
り
剣
の
佩
用
状
態
を
意
識
し
て
い
る
こ

と
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
、
こ
れ
は
磨
製
石
剣
よ
り
出
土
数
が
少

な
く
希
少
性
の
高
さ
が
想
定
さ
れ
る
琵
琶
形
銅
剣
の
副
葬
パ
タ
ー

ン
と
共
通
点
を
有
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

　　
4　
磨
製
石
剣
と
青
銅
器
時
代
社
会

　
前
章
で
磨
製
石
剣
の
副
葬
行
為
の
特
徴
を
調
べ
て
み
た
。
次
に

青
銅
器
時
代
に
な
る
と
現
れ
る
磨
製
石
剣
が
持
つ
歴
史
的
・
社
会

的
意
義
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
。

　
定
住
生
活
が
始
ま
り
集
落
構
成
員
の
「
死
」
を
哀
悼
し
遺
体
処

理
を
行
い
埋
葬
す
る
行
為
自
体
は
、
新
石
器
時
代
か
ら
見
ら
れ
る
。

こ
こ
で
も
副
葬
行
為
は
行
わ
れ
、
耳
飾
り
な
ど
の
玉
製
品
、
貝
製

腕
輪
・
足
輪
、
生
業
関
連
遺
物
（
釣
針
、
石
斧
、
石
槍
、
砥
石
、

石
鏃
）
が
出
土
し
て
い
る
（
任
鶴
鐘
２
０
０
３
）。

　
こ
れ
が
青
銅
器
時
代
に
な
る
と
、
石
材
を
利
用
し
て
一
定
し
た

外
部
構
造
（
上
石
、
支
石
、
敷
石
・
積
石
）・
内
部
構
造
（
埋
葬

主
体
部
）
を
有
す
る
墳
墓
が
築
造
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
墓
制
の
定

型
化
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
し
て
、
副
葬
の
面
で
は
琵
琶

形
銅
剣
・
銅
矛
・
銅
鏃
の
副
葬
、
磨
製
石
剣+

石
鏃+

赤
色
磨

研
土
器
の
セ
ッ
ト
副
葬
、
茄
子
文
土
器
・
碧
玉
製
管
玉
の
副
葬
と

い
っ
た
点
が
特
徴
で
あ
る
が
、
両
時
代
に
は
土
器
・
石
鏃
の
副
葬

CHEONGHAK

③青銅器時代に新たに見られる要素
� 板石や割石を用いた石棺築造

� 長方形や低墳丘型墓域の構築

� 琵琶形銅剣の副葬

� 磨製石剣 石鏃 赤色磨研土器のセット副葬

� 茄子文土器の副葬

� 碧玉製管玉の副葬

②新石器時代墓制にのみ見られる要素
• 埋葬主体部が浅い土壙
• 腕輪、足輪副葬
• 玉製品 耳飾りなど
• 生業関連遺物の副葬釣針、石斧、石槍、砥石、石鏃など

• 長大形石斧 蔚珍厚浦里

①両者間で共通する要素
• 土器副葬
• 石鏃副葬

韓半島新石器時代と青銅器時代墓制における共通点と相違点

図9　棺外副葬された琵琶形銅剣（梨琴洞D-4号石棺墓）

図10　韓半島新石器時代と青銅器時代墓制における共通点と相違点
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と
い
う
共
通
点
も
見
ら
れ
る
（
図
10
）。

　
青
銅
器
時
代
に
な
っ
て
新
た
に
現
れ
る
多
様
な
副
葬
品
の
中
で
、

剣
（
銅
剣
・
石
剣
）、
鏃
（
銅
鏃
・
石
鏃
）
と
い
っ
た
武
器
の
形

態
を
呈
す
る
副
葬
品
に
つ
い
て
「
武
器
形
副
葬
品
」
と
規
定
し
た

こ
と
が
あ
る
（
平
郡
２
０
１
２
）。
そ
の
中
で
も
被
葬
者
が
生
前

に
保
有
・
管
理
し
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
棺
内
副
葬
遺
物
と
し
て
、

琵
琶
形
銅
剣
・
銅
矛
・
銅
鏃
、
磨
製
石
剣
・
石
鏃
と
い
っ
た
武
器

形
副
葬
品
が
発
見
さ
れ
る
点
は
重
要
で
あ
る
。

　
つ
ま
り
、
琵
琶
形
銅
剣
と
磨
製
石
剣
は
１
基
の
埋
葬
主
体
部
か

ら
１
点
の
み
出
土
す
る
こ
と
が
基
本
的
な
副
葬
風
習
で
あ
る
（
扶

余
松
菊
里
石
棺
墓
の
場
合
、
琵
琶
形
銅
剣
と
磨
製
石
剣
が
共
伴
す

る
唯
一
の
例
と
な
る
（
図
11
））。
韓
半
島
青
銅
器
時
代
の
墳
墓
の

埋
葬
主
体
部
は
そ
の
規
模
か
ら
み
て
、
１
基
の
埋
葬
主
体
部
に
埋

葬
さ
れ
る
人
数
は
1
人
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
1
体
の
埋
葬
の
み

可
能
な
空
間
に
複
数
の
遺
体
を
2
次
葬
の
よ
う
な
形
で
納
め
る
こ

と
も
可
能
で
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
そ
の
よ
う
な
2
次
葬

あ
る
い
は
追
葬
を
物
語
る
資
料
は
皆
無
で
あ
る
。
基
本
的
に
1
基

の
埋
葬
主
体
部
に
1
名
の
埋
葬
、
そ
し
て
1
点
の
剣
の
形
態
を
呈

す
る
副
葬
品
に
複
数
の
鏃
の
形
態
を
呈
す
る
副
葬
品
が
副
葬
さ
れ

る
と
い
う
こ
と
が
、
磨
製
石
剣
の
性
格
を
推
測
す
る
う
え
で
重
要

な
手
が
か
り
を
示
し
て
い
る
。

　
上
記
の
点
か
ら
青
銅
器
時
代
社
会
に
お
い
て
琵
琶
形
銅
剣
や
磨

製
石
剣
と
い
っ
た
武
器
形
副
葬
品
は
特
定
の
個
人
（
被
葬
者
）
の

た
め
の
物
品
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
で
は
、
ど
の
よ
う
な
被

葬
者
が
こ
の
よ
う
な
属
人
性
の
強
い
物
品
を
副
葬
で
き
た
の
で
あ

ろ
う
か
と
い
う
疑
問
、
つ
ま
り
生
前
の
被
葬
者
の
社
会
的
地
位
を

知
る
た
め
の
重
要
な
手
掛
か
り
と
な
る
の
は
、
被
葬
者
の
性
別
、

年
齢
と
い
っ
た
被
葬
者
個
人
に
ま
つ
わ
る
情
報
と
な
ろ
う
。

　
武
器
形
副
葬
品
と
被
葬
者
の
年
齢
や
性
別
の
関
係
に
つ
い
て
調

べ
る
た
め
に
は
、
原
位
置
を
維
持
し
た
副
葬
品
の
出
土
は
も
ち
ろ

ん
、
良
好
な
人
骨
資
料
の
確
保
が
必
須
と
な
る
。
韓
半
島
の
土
壌

が
強
い
酸
性
を
帯
び
る
こ
と
か
ら
青
銅
器
時
代
の
人
骨
資
料
が
残

る
こ
と
は
非
常
に
珍
し
い
が
、
稀
に
保
存
条
件
が
備
わ
っ
た
い
く

つ
か
の
遺
跡
で
は
多
く
は
な
い
も
の
の
墳
墓
遺
構
か
ら
人
骨
が
出

土
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
細
か
な
人
骨
片
ま
で
含
め
る
と
約
60
体

分
の
人
骨
が
知
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
う
ち
約
30
体
分
で
性
別
あ
る

い
は
年
齢
に
関
す
る
情
報
が
得
ら
れ
て
い
る
（
平
郡
達
哉
２
０
１

４
）。

　
こ
れ
ま
で
数
多
く
の
青
銅
器
時
代
墳
墓
遺
跡
が
調
査
さ
れ
て
き

た
が
、
1
遺
跡
で
複
数
の
人
骨
資
料
が
副
葬
品
と
共
に
確
認
さ
れ

た
事
例
は
少
な
い
。
そ
の
中
で
も
良
好
な
残
存
状
態
を
見
せ
る
人

骨
と
こ
れ
と
共
伴
し
た
磨
製
石
剣
・
石
鏃
と
い
っ
た
副
葬
品
、
そ

れ
ら
が
埋
納
さ
れ
た
個
別
の
埋
葬
遺
構
、
そ
し
て
個
別
の
埋
葬
遺

構
が
有
機
的
な
関
係
を
維
持
し
な
が
ら
築
造
さ
れ
た
墓
区＊

３
が
確
認

さ
れ
て
い
る
達
城
坪
村
里
遺
跡
は
、
当
時
の
墓
制
・
葬
制
を
考
え

る
う
え
で
重
要
な
資
料
と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
こ
の
遺
跡
で

の
磨
製
石
剣
副
葬
の
様
相
に
つ
い
て
や
や
詳
し
く
見
て
み
よ
う
。

　
達
城
坪
村
里
遺
跡
で
は
青
銅
器
時
代
後
期
後
半
の
墳
墓
（
石
棺

墓
）
28
基
が
確
認
さ
れ
た
。
こ
の
う
ち
、
人
骨
が
残
存
し
て
い
た

の
は
19
基
で
あ
る
（
1
、
3
、
6
、
7
、
11
、
12
、
13
、
14
、
15
、

16
、
17
、
19
、
20
、
21
、
22
、
23
、
25
、
27
、
28
号
墓
）。
こ
れ

ら
人
骨
に
対
す
る
形
質
人
類
学
的
調
査
が
実
施
さ
れ
、
1
、
3
、

11
、
15
号
墓
出
土
人
骨
は
性
別
が
不
明
で
あ
っ
た
が
、
残
り
の
人

骨
は
全
て
男
性
で
あ
っ
た
（
朴
善
周
２
０
１
０
）。
こ
れ
ら
被
葬

者
の
年
齢
に
つ
い
て
も
報
告
さ
れ
て
お
り
、
12
～
18
歳
（
1
、
7
、

25
号
）、
20
～
24
歳
（
12
号
）、
25
～
29
歳
（
13
、
15
号
）、
30
～

図11　扶余 松菊里石棺墓と副葬遺物
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34
歳
（
3
、
17
、
20
、
22
、
28
号
）、
35
～
45
歳
（
6
号
）、
45
～

55
歳
（
11
、16
号
）、50
歳
以
上
（
21
号
）
と
鑑
定
さ
れ
て
い
る
（
朴

善
周
２
０
１
０
）。

　
人
骨
が
残
っ
て
お
り
、
な
お
か
つ
磨
製
石
剣
の
副
葬
が
確
認
さ

れ
た
の
は
、
3
、
12
、
13
、
17
、
20
、
23
、
25
、
28
号
墓
の
8
基

で
あ
る
。
さ
ら
に
年
齢
と
の
関
連
を
見
る
と
、12
～
18
歳
（
25
号
）、

20
～
24
歳
（
12
号
）、
25
～
29
歳
（
13
号
）、
30
～
34
歳
（
3
、
17
、

20
、
28
号
）、
45
～
55
歳
（
11
、
16
号
）
と
な
り
、
磨
製
石
剣
が

副
葬
さ
れ
る
年
齢
と
し
て
は
30
～
34
歳
つ
ま
り
30
代
前
半
が
中
心

を
な
す
が
、
こ
れ
よ
り
若
い
年
齢
や
45
～
55
歳
の
被
葬
者
に
も
副

葬
さ
れ
て
お
り
、
年
齢
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
必
ず
し
も
磨
製
石

剣
副
葬
の
明
確
な
基
準
で
あ
る
と
は
言
い
難
い
。
む
し
ろ
、
こ
の

遺
跡
で
み
る
限
り
、
被
葬
者
が
全
員
男
性
で
あ
っ
た
こ
と
を
勘
案

す
れ
ば
、
性
別
が
磨
製
石
剣
を
副
葬
で
き
る
か
ど
う
か
の
基
準
で

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
、
晋
州
本
村
里
２
号
石
棺
墓
で
検

出
さ
れ
た
人
骨
は
30
代
女
性
と
鑑
定
さ
れ
て
お
り
（
慶
尚
大
学
校

博
物
館
２
０
１
１
）、
坪
村
里
の
傾
向
を
韓
半
島
全
域
に
敷
衍
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
点
に
注
意
し
た
い
。

　
ま
た
、
達
村
里
の
墓
区
は
人
骨
が
確
認
さ
れ
た
埋
葬
遺
構
の
主

軸
方
向
と
隣
接
様
相
を
基
に
、
７
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
る
こ
と

が
で
き
る（
図
12
）（
平
郡
２
０
１
２
）。
こ
れ
を
み
る
と
各
グ
ル
ー

プ
ご
と
に
石
剣
＋
石
鏃
を
セ
ッ
ト
で
副
葬
す
る
墓
が
存
在
し
、
そ

れ
ら
は
列
状
配
置
を
見
せ
る
が
、
そ
の
列
状
配
置
の
中
に
も
グ

ル
ー
プ
ご
と
に
若
干
の
距
離
を
置
い
て
お
り
、
か
な
り
の
比
率
で

石
剣
＋
石
鏃
が
セ
ッ
ト
を
な
す
こ
と
が
分
か
る
。

　
こ
の
よ
う
に
青
銅
器
時
代
の
副
葬
遺
物
・
副
葬
行
為
の
特
徴
と

し
て
は
、
属
人
性
が
強
い
武
器
形
副
葬
品
で
あ
る
銅
剣
・
石
剣
1

点
、
石
鏃
数
点
を
1
名
の
被
葬
者
の
た
め
に
副
葬
し
た
と
い
う
点

と
、
前
章
で
述
べ
た
よ
う
に
全
て
の
被
葬
者
に
副
葬
す
る
の
で
は

な
く
、
一
部
の
被
葬
者
の
み
に
行
わ
れ
た
と
い
う
点
を
挙
げ
る
こ

と
が
で
き
る
。

　
青
銅
器
時
代
の
副
葬
行
為
、
特
に
磨
製
石
剣
副
葬
の
意
義
に
つ

い
て
、
後
藤
直
は
「
武
器
と
し
て
他
の
共
同
体
と
の
交
渉
に
お
け

る
優
位
を
獲
得
す
る
力
、
人
々
を
結
集
さ
せ
る
力
、
共
同
体
を
害

す
る
諸
々
の
邪
悪
を
払
う
力
の
象
徴
物
で
あ
り
、
死
後
に
も
不
可

欠
の
も
の
と
し
て
副
葬
さ
れ
る
必
要
」
が
あ
り
、「
武
威
を
含
意

す
る
儀
礼
、
言
説
が
諸
問
題
の
解
決
に
不
可
欠
の
社
会
で
あ
っ
た

こ
と
を
推
定
さ
せ
る
」
と
し
た
（
後
藤
直
２
０
０
０
）。
ま
た
、

裵
眞
晟
は
問
題
解
決
者
と
し
て
の
リ
ー
ダ
ー
の
地
位
を
表
示
す
る

特
権
的
な
装
置
・
特
別
な
威
信
財
と
し
て
も
琵
琶
形
銅
剣
や
そ
の

代
用
物
と
し
て
磨
製
石
剣
が
使
用
さ
れ
た
と
し
て
い
る
（
裵
眞
晟

２
０
０
６
ａ
）。

図12　達城坪村里埋葬遺構配置図（慶尚北道文化財研究院2010に加筆）
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出
土
位
置
か
ら
見
た
場
合
、
佩
用
の
状
態
を
見
せ
る
も
の
に
つ

い
て
は
、
生
前
に
使
用
し
て
い
た
物
品
を
副
葬
す
る
も
の
か
ら
副

葬
用
と
し
て
製
作
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
大
型
品
・
儀
器
化
し

た
も
の
を
副
葬
す
る
こ
と
へ
の
変
化
を
指
摘
で
き
る
（
平
郡
２
０

０
９
）。
こ
の
よ
う
な
変
化
は
磨
製
石
剣
が
人
を
攻
撃
・
殺
傷
す

る
た
め
の
道
具
で
あ
る
と
い
う
よ
り
、
本
来
の
機
能
で
あ
る
武
器

と
し
て
有
し
て
い
た
象
徴
性
が
よ
り
強
調
さ
れ
た
物
質
資
料
で

あ
っ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
磨
製
石
剣
は
青
銅
器
時
代
社
会
で

生
じ
る
様
々
な
問
題
（
集
落
構
成
員
あ
る
い
は
集
落
間
の
不
和
、

葛
藤
な
ど
の
緊
張
関
係
）
を
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
で
、

問
題
解
決
者
が
武
威
を
象
徴
す
る
た
め
に
保
有
し
た
も
の
で
あ
っ

た
と
推
定
さ
れ
る
。

　
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
性
格
を
持
つ
磨
製
石
剣
が
特
定
地
域
に

の
み
存
在
す
る
の
で
は
な
く
、
韓
半
島
の
ほ
ぼ
全
域
で
見
ら
れ
る

点
は
複
数
の
集
団
間
の
交
流
・
交
渉
関
係
を
基
盤
に
し
て
、
墓
制

が
共
有
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
特
に
、

韓
半
島
南
部
に
お
い
て
磨
製
石
剣
を
用
い
た
埋
葬
儀
礼
が
広
い
範

囲
に
拡
散
し
て
い
る
こ
と
は
有
節
柄
式
石
剣
に
対
す
る
検
討
か
ら

想
定
で
き
る
。
全
長
と
剣
身
部
の
形
態
に
高
い
規
格
性
・
類
似
性

を
持
つ
有
節
柄
式
石
剣
が
２
５
０
～
３
０
０
㎞
離
れ
た
遠
隔
地
間

で
も
出
土
し
て
い
る
。
こ
の
型
式
の
石
剣
は
支
石
墓
な
ど
の
墳
墓

遺
構
か
ら
副
葬
品
と
し
て
出
土
す
る
が
、
被
葬
者
の
腰
付
近
か
ら

出
土
す
る
点
、
他
の
型
式
の
石
剣
に
は
見
ら
れ
な
い
人
為
的
に
柄

部
突
出
部
を
破
砕
す
る
な
ど
の
副
葬
慣
習
を
持
つ
。
こ
の
よ
う
な

副
葬
慣
習
が
韓
半
島
南
部
地
域
で
広
範
囲
に
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

青
銅
器
時
代
前
期
末
～
後
期
に
か
け
て
磨
製
石
剣
と
関
連
し
た
流

通
網
と
情
報
伝
達
網
が
存
在
し
、
埋
葬
儀
礼
が
共
有
さ
れ
て
い
た

と
考
え
た
（
張
龍
俊
・
平
郡
達
哉
２
０
０
９
）。

　
結
語

　
新
石
器
時
代
か
ら
始
ま
っ
た
定
住
生
活
の
サ
イ
ク
ル
に
お
い
て

死
者
を
埋
葬
し
、
葬
儀
を
執
り
行
う
行
為
が
本
格
的
に
行
わ
れ
る

よ
う
に
な
り
、
当
時
の
人
々
は
死
者
と
生
者
と
い
う
２
つ
の
立
場

の
密
接
な
関
係
性
を
有
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
青
銅
器
時
代
に
は

石
材
を
用
い
た
墳
墓
が
構
築
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
既
存
の
生
業

道
具
中
心
の
副
葬
品
か
ら
琵
琶
形
銅
剣
や
磨
製
石
剣
な
ど
の
武
器

型
副
葬
品
が
新
た
に
登
場
し
た
こ
と
は
先
ほ
ど
述
べ
た
。
副
葬
品

の
種
類
に
見
ら
れ
る
こ
の
よ
う
な
変
化
は
、
青
銅
器
時
代
に
お
け

る
農
耕
社
会
の
形
成
と
進
展
、
つ
ま
り
新
石
器
時
代
の
狩
猟
採
集

が
主
要
な
生
業
で
あ
っ
た
時
代
か
ら
稲
作
と
い
う
食
料
生
産
が
主

要
な
生
業
と
な
る
社
会
へ
移
行
し
て
い
っ
た
中
で
現
れ
る
現
象
で

あ
る
と
考
え
る
。
先
述
し
た
よ
う
に
、
磨
製
石
剣
は
青
銅
器
時
代

の
集
落
構
成
員
、
あ
る
い
は
集
落
間
の
不
和
、
葛
藤
な
ど
の
緊
張

関
係
な
ど
様
々
な
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
問
題
解
決
者
が
武
威

を
象
徴
す
る
た
め
に
保
有
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
れ

が
被
葬
者
の
生
前
の
身
分
・
地
位
を
示
す
た
め
に
１
点
副
葬
さ
れ

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
逹
城
坪
村
里
遺
跡
で
の
事
例
を
参
考
に

す
れ
ば
、
磨
製
石
剣
が
副
葬
さ
れ
る
か
ど
う
か
の
基
準
は
、
年
齢

と
い
う
よ
り
も
男
性
と
い
う
性
差
に
よ
る
も
の
で
あ
る
可
能
性
が

あ
る
。

　
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
韓
半
島
青
銅
器
時
代
の
開
始
と
共
に

こ
れ
ら
武
器
形
副
葬
品
の
副
葬
が
始
ま
る
の
で
は
な
く
、
青
銅
器

時
代
前
期
後
半
に
墳
墓
築
造
の
開
始
つ
ま
り
、
計
画
的
お
よ
び
持

続
的
に
墓
区
を
営
む
こ
と
を
前
提
に
し
た
造
墓
が
行
わ
れ
る
段
階

に
、
磨
製
石
剣
の
副
葬
が
始
ま
る
点
で
あ
る
。
前
期
後
半
に
は
各

墳
墓
の
規
模
や
構
造
上
の
卓
越
性
は
ま
だ
見
ら
れ
な
い
が
、
や
は

り
墳
墓
を
築
造
で
き
る
人
は
制
限
的
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
韓
半
島
磨
製
石
剣
の
起
源
に
つ
い
て
は
硏
究
史
の
部
分
で
も
言

及
し
た
が
、
有
柄
式
石
剣
に
つ
い
て
は
中
国
遼
西
地
域
か
ら
求
め

る
こ
と
が
で
き
、
有
茎
式
に
つ
い
て
は
遼
東
・
韓
半
島
北
部
で
の

成
立
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
近
藤
喬
一
２
０
０
０
、
宮
本
一
夫
２

０
０
４
、
中
村
大
介
２
０
１
２
）。
庄
田
は
坪
村
里
遺
跡
で
の
磨

製
石
剣
の
副
葬
状
況
に
中
国
東
北
部
の
十
二
台
営
子
に
お
け
る
青

銅
短
剣
と
の
共
通
性
を
指
摘
し
、
遼
西
か
ら
韓
半
島
南
部
へ
短
剣

が
伝
播
し
た
際
に
短
剣
使
用
に
ま
つ
わ
る
概
念
も
と
も
に
も
た
ら

さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
と
述
べ
て
い
る
（
庄
田
２
０
１
６
）。

　
こ
の
よ
う
に
韓
半
島
出
土
磨
製
石
剣
は
中
国
東
北
地
域
か
ら
の

青
銅
器
時
代
文
化
の
流
入
と
青
銅
器
の
模
倣
や
、
韓
半
島
で
の
農

耕
社
会
の
形
成
・
展
開
過
程
と
の
連
動
、
さ
ら
に
は
日
本
列
島
の

弥
生
時
代
開
始
期
に
お
け
る
渡
来
文
化
の
一
要
素
と
し
て
も
見
ら

れ
る
も
の
で
あ
り
、
広
く
東
北
ア
ジ
ア
に
お
け
る
文
化
の
流
れ
を

物
語
る
物
質
資
料
で
あ
る
こ
と
を
再
認
識
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。

今
後
は
集
成
研
究
を
基
に
し
た
広
い
視
点
か
ら
の
研
究
が
求
め
ら

れ
る
。

　
韓
国
・
日
本
で
の
資
料
調
査
に
お
い
て
、
多
く
の
方
々
の
援
助

を
受
け
た
。
末
尾
な
が
ら
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　
釜
山
大
学
校
考
古
学
科
・
博
物
館
（
申
敬
澈
・
金
斗
喆
・
安
星

姫
）、
国
立
扶
余
博
物
館
（
金
美
京
、
李
恵
遠
）、
亞
洲
大
学
校
博

物
館
（
呉
相
卓
）、
江
原
考
古
文
化
研
究
院
（
池
賢
炳
・
尹
碩
寅
・

洪
周
稀
）、
江
陵
原
州
大
学
校
博
物
館
（
朴
栄
九
）、
羅
州
博
物
館

（
申
相
孝
）、
山
口
県
立
山
口
博
物
館
（
佐
藤
嘉
孝
）、
釜
慶
大
学

校
博
物
館
（
趙
晟
元
）　
（
敬
称
略
）

CHEONGHAK



225 224

●
日
本
語

有
光
教
一
１
９
３
８
「
朝
鮮
江
原
道
の
先
史
時
代
遺
物
」『
考
古
学
雑
誌
』

第
28
巻
第
11
号 

日
本
考
古
学
協
会

有
光
教
一
１
９
３
９
「
朝
鮮
に
於
け
る
磨
製
石
剣
の
形
式
と
分
布
」『
人
類

学
雑
誌
』
第
54
巻
第
5
号 

東
京
人
類
学
会

有
光
教
一
１
９
５
５
「
南
朝
鮮
土
着
文
化
の
考
古
学
的
考
察
」『
史
林
』
第

38
巻
第
6
号 

史
学
研
究
会

有
光
教
一
１
９
５
６
「
朝
鮮
出
土
の
磨
製
石
剣
：
細
形
銅
剣
を
模
し
た
一
群

に
つ
い
て
」『
京
都
大
学
文
学
部
研
究
紀
要
』
4 

京
都
大
学
文
学
部

有
光
教
一
１
９
５
９
『
朝
鮮
磨
製
石
剣
の
研
究
』
京
都
大
学
文
学
部
考
古
学

叢
書
第
2
冊

梅
原
末
治
１
９
２
２
「
鳥
取
県
下
に
於
け
る
有
史
以
前
の
遺
跡
」『
鳥
取
県

史
蹟
名
勝
地
調
査
報
告
』
第
1
冊 

鳥
取
県

神
田
孝
平
１
８
８
６
「
雑
記
」『
東
京
人
類
学
会
報
告
』
第
10
号 

東
京
人
類

学
会

甲
元
真
之
１
９
７
２
ａ
「
朝
鮮
半
島
の
有
茎
式
磨
製
石
剣
」『
古
代
文
化
』

第
24
巻
第
7
号 

古
代
学
協
会

甲
元
真
之
１
９
７
２
ｂ
「
朝
鮮
半
島
の
有
柄
式
磨
製
石
剣
」『
古
代
文
化
』

第
24
巻
第
9
号 

古
代
学
協
会

甲
元
真
之
１
９
７
３
「
東
北
ア
ジ
ア
の
磨
製
石
剣
」『
古
代
文
化
』
第
25
巻

第
9
号 

古
代
学
協
会

後
藤
直
２
０
０
０
「
朝
鮮
青
銅
器
時
代
」『
季
刊
考
古
学
』
第
70
号 

雄
山
閣

近
藤
喬
一
２
０
０
０
「
東
ア
ジ
ア
の
銅
剣
文
化
と
向
津
具
の
銅
剣
」『
山
口

県
史
資
料
編
考
古
』
山
口
県

庄
田
慎
矢
２
０
１
６
「
東
北
ア
ジ
ア
に
お
け
る
金
属
器
受
容
と
短
剣
形
石
器

の
出
現
」『
青
銅
器
の
模
倣
Ⅱ
』　
第
65
回
埋
蔵
文
化
財
研
究
集
会
発
表
要

旨
・
資
料
集
成

庄
田
慎
矢
・
寺
前
直
人
２
０
１
２
「
特
輯
『
東
北
ア
ジ
ア
の
武
器
形
石
器
』

に
寄
せ
て
」『
古
代
文
化
』
第
64
巻
第
1
号 

財
団
法
人
古
代
学
協
会

孫
晙
鎬
（
庄
田
慎
矢
訳
）
２
０
０
６
「
韓
国
青
銅
器
時
代
磨
製
石
剣
研
究
の

回
顧
と
展
望
」『
古
文
化
談
叢
』
第
55
集 

九
州
古
文
化
研
究
会

孫
晙
鎬
（
庄
田
慎
矢
訳
）
２
０
０
８
「
朝
鮮
半
島
に
お
け
る
磨
製
石
剣
の
展

開
と
起
源
に
つ
い
て
」『
地
域
・
文
化
の
考
古
学　

下
條
信
行
先
生
退
任

記
念
論
文
集
』
下
條
信
行
先
生
退
任
記
念
事
業
会

孫
晙
鎬
（
庄
田
慎
矢
訳
）
２
０
１
２
「
朝
鮮
半
島
の
銅
剣
模
倣
石
剣
」『
古

代
文
化
』
第
64
巻
第
1
号 

財
団
法
人
古
代
学
協
会

高
橋
健
自
１
９
２
５
「
第
十
一
章 

石
剣
と
の
関
係
」『
銅
鉾
銅
剣
の
研
究
』

聚
精
堂
書
店

武
末
純
一
２
０
０
４
「
弥
生
時
代
前
半
期
の
暦
年
代
−北
部
九
州
と
朝
鮮
半

島
南
部
の
併
行
関
係
か
ら
考
え
る
−」『
福
岡
大
学
考
古
学
論
集
─
小
田
富

士
雄
先
生
退
職
記
念
−』

田
村
晃
一
１
９
６
３「
朝
鮮
半
島
の
角
形
土
器
と
そ
の
石
器
」『
考
古
学
研
究
』

10
−２

田
村
晃
一
１
９
８
８
「
朝
鮮
半
島
出
土
の
磨
製
石
剣
に
つ
い
て
」『
東
京
国

立
博
物
館
美
術
誌 M

U
SEU

M

』
No.
４
５
２

中
村
大
介
２
０
１
２
『
弥
生
文
化
形
成
と
東
ア
ジ
ア
社
会
』
塙
書
房

平
郡
達
哉
２
０
０
８
「
朝
鮮
半
島
嶺
南
地
域
に
お
け
る
副
葬
磨
製
石
剣
の
性

格
」『
王
権
と
武
器
と
信
仰
』（
菅
谷
文
則
編
）
同
成
社

平
郡
達
哉
２
０
０
９
「
朝
鮮
半
島
無
文
土
器
時
代
の
棺
外
副
葬
─
慶
南
地
域

の
事
例
─
」『
花
園
大
学
考
古
学
研
究
論
叢
Ⅱ
』
花
園
大
学
考
古
学
研
究
室

平
郡
達
哉
２
０
１
４
「
列
島
に
お
け
る
支
石
墓
の
受
容
と
変
容
」『
平
成
26

年
度
瀬
戸
内
海
考
古
学
研
究
会
』
発
表
要
旨

朴
宣
映
２
０
０
９
「
朝
鮮
半
島
中
南
部
に
お
け
る
有
柄
式
石
剣
の
編
年
と
地

域
性
」『
考
古
学
研
究
』
第
56
巻
第
1
号 

考
古
学
研
究
会

宮
本
一
夫
２
０
０
４
「
中
国
大
陸
か
ら
の
視
点
」『
季
刊
考
古
学
』
88　
雄

山
閣

参
考
文
献 

韓
国
語
論
文
は
便
宜
上
、
題
目
を
日
本
語
に
翻
訳
し
た
。
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●
韓
国
語

江
原
考
古
文
化
研
究
院
２
０
１
６
『
平
昌
平
昌
邑
下
里
（
２
４
０
−４
番
地

一
円
）
建
物
新
築
敷
地
内
遺
跡
発
掘
調
査
略
式
報
告
書
』

姜
元
杓
２
０
０
６
「
忠
北
地
域
磨
製
石
剣
検
討
」『
考
古
学
誌
』
第
15
輯 

韓

国
考
古
美
術
研
究
所

姜
仁
旭
２
０
１
１
「
ロ
シ
ア
沿
海
州
出
土
石
剣
の
研
究
─
型
式
、
編
年
お
よ

び
韓
半
島
と
の
比
較
を
中
心
に
─
」『
東
北
亜
文
化
研
究
』
第
28
集

慶
尚
大
学
校
博
物
館
２
０
１
１
『
泗
川
本
村
里
遺
跡
』
慶
尚
大
学
校
博
物
館

研
究
叢
書　
第
33
輯

慶
尚
北
道
文
化
財
研
究
院
２
０
１
０
『
逹
城
坪
村
里
遺
跡
』

金
邱
軍
１
９
９
６
「
韓
国
式
石
剣
の
研
究
（
1
）」『
湖
巌
美
術
館
研
究
論
文

集
』
ｌ
、
湖
巌
美
術
館
、
17
～
84
頁

金
承
玉
２
０
０
７
「
墳
墓
資
料
を
通
し
て
み
た
青
銅
器
時
代
社
会
組
織
と
変

遷
」『
階
層
社
会
と
支
配
者
の
出
現
』
韓
国
考
古
学
会　

金
元
龍
１
９
７
１「
韓
国
磨
製
石
剣
の
起
源
に
関
す
る
一
考
察
」『
白
山
学
報
』

10
号　
白
山
学
会 

金
載
元
・
尹
武
炳
１
９
６
７
『
韓
国
支
石
墓
研
究
』
国
立
博
物
館
考
古
調
査

報
告
書　
第
6
冊

金
宰
賢
２
０
０
２
「
人
骨
か
ら
み
た
南
江
大
坪
人
」『
青
銅
器
時
代
の
大
坪・

大
坪
人
』
国
立
晋
州
博
物
館
特
別
展
示
図
録

金
鐘
一
２
０
０
７
「〝
階
層
社
会
と
支
配
者
の
出
現
〟
を
越
え
て
」『
韓
国
考

古
学
報
』
63
輯
、
韓
国
考
古
学
会

武
末
純
一
２
０
０
２
「
遼
寧
式
銅
剣
墓
と
国
の
形
成

－

積
良
洞
遺
跡
と
松
菊

里
遺
跡
を
中
心
に

－

」『
清
渓
史
学
』
16
・
17
合
輯
、
韓
国
精
神
文
化
研

究
院

朴
宣
映
２
０
０
４
『
南
韓
出
土
有
柄
式
石
剣
研
究
』
慶
北
大
学
校
大
学
院
考

古
人
類
学
科
碩
士
学
位
論
文

朴
善
周
２
０
１
０
「
大
邱
逹
城
郡
坪
村
里
出
土
青
銅
器
時
代
人
骨
の
人
類
学

的
調
査
」『
逹
城
坪
村
里
遺
跡
』
慶
尚
北
道
文
化
財
研
究
院

裵
眞
晟
２
０
０
６
ａ
「
石
剣
出
現
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
」『
石
軒
鄭
澄
元
教
授

停
年
退
任
記
念
論
叢
』
釜
山
考
古
学
研
究
会
論
叢
刊
行
委
員
会

裵
眞
晟
２
０
０
６
ｂ
「
無
文
土
器
社
会
の
威
勢
品
副
葬
と
階
層
化
」『
階
層

社
会
と
支
配
者
の
出
現
』
韓
国
考
古
学
会
創
立
30
周
年
記
念
韓
国
考
古
学

全
国
大
会
発
表
要
旨　
韓
国
考
古
学
会　

成
璟
瑭
２
０
０
５
『
韓
国
南
西
部
地
域
支
石
墓
出
土
石
剣
』 

全
南
大
学
校
大

学
院
碩
士
学
位
論
文

孫
晙
鎬
２
０
０
６
『
青
銅
器
時
代
磨
製
石
剣
研
究
』
書
景
文
化
社

孫
晙
鎬
２
０
０
９
「
湖
西
地
域
磨
製
石
剣
の
変
化
相
」『
湖
西
考
古
学
』
20

湖
西
考
古
学
会

宋
華
燮
１
９
９
４
「
先
史
時
代
岩
刻
画
に
あ
ら
わ
れ
た
石
剣•

石
鏃
の
様

式
と
象
徴
」『
韓
国
考
古
学
報
』
31　
韓
国
考
古
学
会

沈
奉
謹
１
９
８
９
「
日
本
弥
生
文
化
初
期
の
磨
製
石
器
に
対
す
る
研
究

－

韓

国
の
磨
製
石
剣
と
関
連
し
て

－

」『
嶺
南
考
古
学
』
6 

嶺
南
考
古
学
会

安
在
晧
２
０
０
６
『
青
銅
器
時
代
集
落
研
究
』
釜
山
大
学
校
大
学
院
博
士
学

位
論
文

ウ
リ
文
化
財
研
究
院
２
０
０
９
『
晋
州
中
川
里
遺
跡
』

劉
美
香
２
０
０
６
「
青
銅
器
時
代
錦
江
流
域
出
土
磨
製
石
剣
に
対
す
る
分
析

－

支
石
墓
と
石
棺
墓
・（
石
蓋
）
土
壙
墓
出
土
品
を
中
心
に

－

」『
研
究
論

文
集
』
第
7
号　
湖
南
文
化
財
研
究
院

尹
徳
香
１
９
８
８
「
徳
峙
里
신
기
支
石
墓
」『
住
岩
ダ
ム
水
没
地
域
文
化
遺

蹟
発
掘
調
査
報
告
書
』

尹
昊
弼
２
０
０
９「
青
銅
器
時
代
墓
域
支
石
墓
に
関
す
る
研
究
」『
慶
南
研
究
』

創
刊
号
、
慶
南
発
展
研
究
院
歴
史
文
化
セ
ン
タ
ー

李
相
吉
２
０
０
０
『
青
銅
器
時
代
儀
礼
に
関
す
る
考
古
学
的
研
究
』
大
邱
曉

星
カ
ト
リ
ッ
ク
大
学
校
大
学
院
博
士
学
位
論
文

李
相
吉
２
０
０
６
「
区
画
墓
と
そ
の
社
会
」『
錦
江:

松
菊
里
型
文
化
の
形

成
と
発
展
』
湖
南
・
湖
西
考
古
学
会
合
同
学
術
大
会
発
表
要
旨
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＊
１　
磨
製
石
剣
の
型
式
分
類
に
対
す
る
詳
細
な
研
究
史
に
つ
い
て
は
、
以

下
の
文
献
で
整
理
さ
れ
て
お
り
参
照
さ
れ
た
い
（
田
村
１
９
９
８
、

金
邱
軍
１
９
９
６
、
孫
２
０
０
６
：
２
０
０
８
）。

＊
２　
黄
昌
漢
は
装
飾
石
剣
の
分
布
地
域
が
嶺
南
地
域
に
の
み
限
定
さ
れ
、

さ
ら
に
支
石
墓
の
上
石
に
磨
製
石
剣
が
表
現
さ
れ
て
い
る
岩
刻
画

の
分
布
と
重
複
す
る
点
か
ら
、
当
時
の
磨
製
石
剣
が
副
葬
用
だ
け

で
な
く
崇
拝
の
対
象
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
た
と
指
摘
し
て
い
る
（
黄

昌
漢
２
０
０
８
）。

＊
３　
尹
昊
弼
は
個
別
の
埋
葬
遺
構
の
範
囲
を
示
す
敷
石・積
石
を
「
墓
域
」

と
し
、
複
数
の
埋
葬
遺
構
が
群
集
し
て
い
る
墳
墓
群
の
領
域
を
「
墓

区
」
と
定
義
し
て
お
り
、
本
稿
で
も
こ
の
概
念
を
用
い
る
（
尹
昊

弼
２
０
０
９
）。

李
盛
周
２
０
０
０
「
パ.

支
石
墓:

農
耕
社
会
の
記
念
物
」『
韓
国
支
石
墓

研
究
の
理
論
と
方
法

－

階
級
社
会
の
発
生
』
崔
夢
龍
・
金
仙
宇
編 

周
留

城　
李
盛
周
２
０
０
６
「
韓
国
青
銅
器
時
代
’社
会
‘
考
古
学
の
問
題
」『
古
文

化
』
68　
韓
国
大
学
博
物
館
協
会　

李
秀
鴻
２
０
０
５
「
検
丹
里
式
土
器
の
時
空
間
的
位
置
と
性
格
に
対
す
る
一

考
察
」『
嶺
南
考
古
学
』
36　
嶺
南
考
古
学
会

李
栄
文
１
９
９
７
「
全
南
地
方
出
土
磨
製
石
剣
に
関
す
る
研
究
」『
韓
国
上

古
史
学
報
』
24　
韓
国
上
古
史
学
会

李
栄
文
２
０
０
２
『
韓
国
青
銅
器
時
代
研
究
』
学
研
文
化
社

李
栄
文
・
鄭
基
鎮
１
９
９
３
『
麗
川
積
良
洞
上
積
支
石
墓
』
全
南
大
学
校
博

物
館
・
麗
川
市

李
ジ
ェ
ウ
ン
２
０
１
１
『
南
韓
地
域
青
銅
器
時
代
住
居
址
出
土
石
剣
研
究
』

木
浦
大
学
校
考
古
人
類
学
科
碩
士
学
位
論
文

李
熙
濬
２
０
１
１
「
韓
半
島
南
部
青
銅
器
～
原
三
国
時
代
首
長
の
権
力
基
盤

と
そ
の
変
遷
」『
嶺
南
考
古
学
』
58　
嶺
南
考
古
学
会

任
鶴
鐘
２
０
０
３
「
南
海
岸
新
石
器
時
代
の
埋
葬
遺
構
」『
先
史
と
古
代
』

18
輯
、
韓
国
古
代
学
会
（
訳
：
平
郡
達
哉
２
０
０
７
「
韓
半
島
南
海
岸
新

石
器
時
代
の
埋
葬
遺
構
」『
古
代
文
化
』vol.59-

Ⅱ
）

張
龍
俊
・
平
郡
達
哉
２
０
０
９
「
有
節
柄
式
石
剣
か
ら
み
た
無
文
土
器
時
代

埋
葬
儀
礼
の
共
有
」『
韓
国
考
古
学
報
』
72
集 

韓
国
考
古
学
会

庄
田
慎
矢
２
０
０
７
『
南
韓
地
域
青
銅
器
時
代
の
生
産
活
動
と
社
会
』
学
研

文
化
社

趙
栄
済
１
９
９
８「
泗
川
本
村
里
遺
跡
」『
南
江
ダ
ム
水
没
地
区
の
発
掘
成
果
』

嶺
南
考
古
学
会

平
郡
達
哉
２
０
１
２
『
墳
墓
資
料
か
ら
み
た
青
銅
器
時
代
社
会
』
釜
山
大
学

校
大
学
院
博
士
論
文

平
郡
達
哉
２
０
１
５
「
韓
半
島
出
土
磨
製
石
剣
研
究
の
動
向
と
課
題
」『
牛

行
李
相
吉
教
授
追
慕
論
集
』 

河
仁
秀
２
０
０
０
「
南
江
流
域
無
文
土
器
時
代
の
墓
制
」『
晋
州
南
江
遺
跡

と
古
代
日
本
』
慶
尚
南
道
・
仁
済
大
学
校
加
耶
文
化
研
究
所

黄
昌
漢
２
０
０
８
「
青
銅
器
時
代
装
飾
石
剣
の
検
討
」『
科
技
考
古
研
究
』

第
14
号 

亜
州
大
学
校
博
物
館
（
平
郡
達
哉
訳
２
０
１
５
「
朝
鮮
半
島
青

銅
器
時
代
に
お
け
る
装
飾
石
剣
の
検
討
」『
社
会
文
化
論
集
』
第
11
号 

島

根
大
学
法
文
学
部
社
会
文
化
学
科
）
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